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※ 「更新実施型」の場合

※

管理・更新一体マネジメント方式の特徴



Expert

～発注者に寄り添う日水コンの支援～

水の官民連携を支える

導入可能性調査のポイント

➀地域の水の官民連携機運の醸成
　説明会や勉強会、積極的な官民対話を支援し、水の官民連携に関する知識の習得や機運の醸成を図ります。

➁地域企業を活用したコンソーシアムの編成
　地元企業の強みを生かし、全国規模の企業との協業により弱みを補完できるような事業スキームを検討・提案します。

地域企業に配慮した導入検討

➀透明性・客観性の確保
　計算結果に対して透明性及び客観性を確保し、事業の実施時や終了時に同条件で見直せるように整理します。

➁自治体の実態に合わせた検討
　過去の支出実績に加え、PPP／PFI事業を実施することで新たに発生する業務の費用や特別目的会社の設立費用等を適切
　に計上します。また、コストキャップや実現性を重視したVFM算定を行います。

簡易VFMによる定量評価

➀関連計画との整合を踏まえた事業目的の明確化
　官民連携事業の目的構造を整理し、事業ゴールを明確化し
　ます。
➁地域企業の参画を促す資格要件の設定　
　地方公共団体の意向や現行の業務における要件等を適切に
　整理するとともに、地域企業の積極的な参画を促す要件の
　設定を行います。

実現性を高める実施方針の設計

➀長期安定運営を前提とした契約設計思想の整理　　　　
　需要変動や物価変動等の不確実性への対応として契約変更
　ルールの検討を行い、事業期間中に柔軟に対応できるよう設　
　計します。
➁法的リスクの回避と事業安定性確保に向けた法務確認　
　関係法令等への適合確認により法的リスクの回避及び事業の　
　安定性確保を目的とし、契約書一式の法務確認を実施します。

長期安定運営を支える契約書の設計

➀過度な要求による参入障壁の回避
　対象施設や地域特性の課題を把握し、性能発注と仕様明示の
　適切な使い分けにより要求水準を設定します。　
➁統括管理機能の設計による一体的運営の実現
　複数工種の一体的なマネジメント機能として設計し、業務内
　容及び要求水準を明確化することで当該業務の形骸化を防止
　します。
➂持続可能な運用を支えるモニタリング制度の検討　
　業務期間中、契約内容を確実に遂行し、かつ要求水準を安定
　的に充足することを確認・評価が行えるよう基本的なモニタ
　リングの考え方を整理した上で評価項目の設定を行います。

地域特性を踏まえた要求水準の設計

➀わかりやすい資料作成　　　　　　
　庁内説明・議会対応・委員会対応を見据え、事業の目的・
　効果・実施スケジュール等を適切に整理し、わかりやすい
　資料を作成します。
➁庁内関連手続きを踏まえたスケジュール設計　
　債務負担行為の設定（予算要求）及び委員会の実施時期等、 
　庁内手続きを意識した
　スケジュールを作成した
　上で事業着手までの
　サポートを行います。

庁内手続きを意識した発注支援

【説明会の実施風景】 【勉強会の実施風景】
【地域活用のイメージ】

お問合せ先　　技術統括本部下水道事業部
　　　　　　　TEL：��ｰ����-����　　　　
　　　　　　　E-mail：nsc_gesui@nissuicon.co.jp

※VFM：Value For Moneyの略。官民連携事業におけるVFM は、従来方式で事業を実施した場合と
官民連携手法で事業を実施した場合の費用の差額を指す。

発注支援のポイント


